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■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の
（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師

事
。俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元
（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師

事
。俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少
女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ

し
い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

月
一
回　

第
二
金
曜
日　

午
後
一
時
〜

会　

費　

一
回　

二
、五
〇
〇
円（
四
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
三（
三
二
）〇
五
八
三

堤江実のポエム
コンサートを
ＣＤでお届けします。
言
こと

霊
だま

に癒される
ＣＤ 堤江実のポエムガーデン
やさしい風がふいています。
木々の梢は光っています。
あなたの心がやすらぎで満たされま
すように。
あなたの心に喜びがあふれますように。

詩と朗読 堤江実
フルート イネ・セイミ
ピアノ はちまん正人
構　成 佐藤よりこ
Disc1．光のように
Disc2．花のように
2003年10月22日発売
CD ２枚組3,150円（税込）

好評
発売中

■村上信夫プロフィ−ル
NHKチーフアナウンサー
1953年、京都生まれ。
明治学院大学卒業後、
1977年、NHK 入局。
富山、山口、名古屋、東京、大阪に勤務。
4月からは、新番組『ラジオビタミン』担当。

（ラジオ第一 8：30 〜11：50）
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』

「育児カレンダー」などを担当。
教育や育児に関する問題に関心を持ち
続け、横浜市で父親たちの社会活動グ
ループ『おやじの腕まくり』を結成。
趣味は、将棋。
著書に『元気のでてくることばたち！』（近
代文芸社）

『おやじの腕まくり』（JULA出版局）『いの
ちの対話（共著）』（集英社）『いのちと
ユーモア（共著）』（集英社）

村
上
信
夫

（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

俳画／イネ・セイミ

  
そ
の
服
！
か
っ
こ
い
い
ぞ
！

〜
デ
ザ
イ
ナ
ー  

山

本

寛

斎 

さ
ん
〜　

そ
の
結
果
、23
歳
の
時
に
、デ
ザ
イ
ン
界
の
芥
川
賞
と

い
わ
れ
る《
装
苑
賞
》を
受
賞
す
る
。
会
場
の
中
か
ら

「
そ
の
服
！
か
っ
こ
い
い
ぞ
！
」と
自
分
で
叫
ん
だ
そ

う
だ
。「
自
分
の
声
援
が
自
分
を
助
け
た
」と
山
本
さ

ん
は
苦
笑
い
し
な
が
ら
当
時
を
振
り
返
る
。

　

こ
の
こ
ろ
の
寛
斎
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
は
、と
に
か

く
斬
新
。カ
ー
テ
ン
生
地
の
ゴ
ブ
ラ
ン
で
作
っ
た

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、蛇
革
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
…
誰
も
着

た
こ
と
の
な
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。「
未
来
に
前
例

は
な
い
！
時
代
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
！
自
分
が
前

例
に
な
る
！
」と
息
巻
い
て
い
た
。

　

26
歳
。
日
本
人
と
し
て
初
め
て
の
ロ
ン
ド
ン
で
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
大
成
功
を
収
め
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
界
の
革
命
児
と
も
て
は
や
さ
れ
有
頂
天
に

な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、30
歳
の
時
、勢
い
に
乗
っ
て
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
本
場
パ
リ
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

開
く
が
大
失
敗
。
勢
い
と
格
好
だ
け
が
空
回
り
し
て

し
ま
っ
た
。
借
金
ま
み
れ
、倒
産
寸
前
に
追
い
込
ま

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
山
本
寛
斎
さ

ん
は
、「
人
を
元
気
に
す
る
」こ
と
に
熱
き
心
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

寛
斎
さ
ん
の
話
す
言
葉
は
、《
熱
血
語
》と
い
う
。

「
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
は
夢
。
熱
血
語
は
夢
を

か
な
え
る
武
器
。
熱
血
語
は
世
界
共
通
の
言
語
」だ

と
熱
弁
を
奮
う
。
魂
の
こ
も
っ
た
言
葉
で
必
死
に
伝

え
る
。

熱
き
心
の
源

　

一
九
四
四（
昭
和
19
）年
、神
奈
川
生
ま
れ
の
64
歳

だ
が
、還
暦
を
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
は
、ま
っ
た
く
見

え
な
い
。い
つ
も
元
気
で
、大
き
な
声
を
出
し
て
い
る

寛
斎
さ
ん
に
、熱
き
心
が
も
て
な
い
と
き
も
あ
っ
た

と
は
信
じ
が
た
い
。だ
か
ら
こ
そ
、い
ま
熱
き
心
な
の

だ
ろ
う
。

　

父
は
、テ
ー
ラ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
小
学
生

の
こ
ろ
、父
の
作
っ
て
く
れ
た
半
ズ
ボ
ン
を
同
級
生

に
見
せ
た
く
て
、前
夜
興
奮
し
て
眠
れ
な
か
っ
た
。こ

の
子
ど
も
の
頃
の
胸
の
高
鳴
り
が
、デ
ザ
イ
ン
や
イ

ベ
ン
ト
の
原
点
か
も
し
れ
な
い
。

　

内
気
で
泣
き
虫
で
か
弱
い
少
年
だ
っ
た
。７
歳
の

時
、両
親
が
離
婚
し
た
。
幼
い
弟
の
手
を
引
い
て
、父

方
の
故
郷
高
知
の
児
童
相
談
所
に
行
く
こ
と
に
な
る
。

「
高
知
に
向
か
う
鈍
行
列
車
か
ら
見
た
夕
暮
れ
の
町

並
み
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」と
い
う
。
月
明
か

り
を
頼
り
に
、サ
ツ
マ
イ
モ
を

掘
り
、土
を
払
っ
て
生
で
か
じ

り
つ
い
た
こ
と
も
あ
る
。
明
る

く
元
気
い
っ
ぱ
い
の
世
界
を
作

り
出
そ
う
と
す
る
の
は
、こ
ん

な
原
風
景
か
ら
抜
け
出
し
た
い

本
能
の
な
せ
る
わ
ざ
か
も
し
れ

な
い
。

　

そ
の
後
、再
婚
し
た
父
に
引
き
取
ら
れ
る
が
、父
が

離
婚
と
結
婚
を
繰
り
返
す
た
び
に
、引
っ
越
し
を
す

る
は
め
に
な
る
。
合
わ
せ
て
12
回
引
っ
越
し
を
繰
り

返
し
た
。「
父
は
反
面
教
師
。だ
か
ら
僕
は
家
庭
を
大

切
に
し
て
き
た
。
幼
い
も
の
を
守
り
た
い
と
思
っ
て

き
た
。」

　

内
気
な
性
格
が
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
、

小
学
校
の
校
庭
で
の
雪
合
戦
が
あ
る
。ガ
キ
大
将
が
、

石
を
仕
込
ん
だ
固
い
雪
玉
を
投
げ
て
き
た
。む
く
む

く
と
正
義
感
が
頭
を
も
た
げ
、猛
然
と
抗
議
を
し
た
。

こ
の
時
を
境
に
、寛
斎
さ
ん
は
、学
校
の
注
目
を
浴
び

る
的
と
な
る
。

　

中
学
で
も
、高
校
で
も
応
援
団
長
を
務
め
た
。

　

大
学
に
入
る
が
、デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い
と
中

退
し
、コ
シ
ノ
・
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
に
弟
子
入
り
す
る
。

21
歳
の
時
、岐
阜
か
ら
、世
界
に
通
用
す
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
ろ
う
と
熱
き
心
を
持
っ
て
上
京
す
る
。
一

日
の
食
費
二
百
円
の
つ
ま
し
い
生
活
に
耐
え
な
が
ら
、

明
け
て
も
暮
れ
て
も
デ
ッ
サ
ン
の
勉
強
を
続
け
た
。

れ
た
。「
い
っ
そ
死
の
う
か
」と
ま
で
思
い
詰
め
た
が
、

司
馬
遼
太
郎
の《
燃
え
よ
剣
》を
読
み
、土
方
歳
三
の

最
後
ま
で
諦
め
な
い
生
き
方
に
感
銘
を
受
け
、「
ひ
た

す
ら
地
道
に
服
を
作
り
続
け
よ
う
」と
思
い
直
す
。

　
「
神
様
、マ
ジ
に
や
り
ま
す
。も
う
一
度
未
来
を
く

だ
さ
い
」と
、こ
の
年
生
ま
れ
た
次
女
に
未
来
と
名
付

け
る
。
生
活
態
度
も
一
変
し
た
。
酒
を
減
ら
し
、早
寝

早
起
き
。
朝
食
も
自
分
で
作
り
、犬
と
散
歩
を
す
る
。

朝
の
空
気
は
、気
持
ち
を
前
向
き
に
し
て
く
れ
た
。

ふ
た
た
び
熱
き
心

　

自
分
だ
け
の
表
現
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
が
、

一
九
九
三
年
、モ
ス
ク
ワ《
赤
の
広
場
》で
開
い
た
ス
ー

パ
ー
シ
ョ
ー
「
ハ
ロ
ー
！
ロ
シ
ア
」だ
っ
た
。
光
・
音
・

騎
馬
武
者
・
女
性
だ
け
の
太
鼓
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
…
人

間
の
五
感
に
訴
え
か
け
る
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。
赤
の
広

場
を
借
り
る
こ
と
自
体
、不
可
能
を
可
能
に
し
た
奇
跡

的
な
こ
と
だ
っ
た
の
に
、12
万
人
も
の
ロ
シ
ア
市
民
が

詰
め
か
け
た
。
大
成
功
だ
っ
た
。こ
れ
以
降
、人
間
賛

歌
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ー
パ
ー
シ
ョ
ー
を
各
地
で
展

開
し
て
い
く
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
当
然
な
が
ら
莫
大
な
経
費
が
か

か
る
。そ
の
資
金
集
め
の
た
め
、寛
斎
さ
ん
は
、企
業

に
熱
血
語
で
、手
書
き
の
手
紙
を
し
た
た
め
る
。し
か

も
画
用
紙
に
７
色
の
カ
ラ
ー
ペ
ン
で
書
く
の
だ
。
文

字
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
か
ら
と
い
う
わ
け

だ
。
相
手
の
喜
び
そ
う
な
、興
味
を
持
っ
て
く
れ
そ
う

な
内
容
を
、事
前
に
調
べ
て
書
く
。
一
〇
〇
社
に
書
い

た
と
し
て
、七
〇
社
が
面
会
Ｏ
Ｋ
、三
〇
社
が
資
金
提

供
を
Ｏ
Ｋ
し
て
く
れ
る
。「
一
〇
〇
行
動
を
起
こ
せ
ば
、

三
〇
良
い
結
果
が
出
る
と
い
う
法
則
」に
気
づ
い
た
。

　

そ
の
後
も
、ス
ー
パ
ー
シ
ョ
ー
は
、一
九
九
五
年
ベ

ト
ナ
ム
、一
九
九
七
年
イ
ン
ド
で
開
催
。
二
〇
〇
〇
年

以
降
は
、岐
阜
、山
口
、東
京
な
ど
、国
内
で
開
催
し
た
。

も
う
一
度
熱
き
心

　

元
気
は
つ
ら
つ
の
寛
斎
さ
ん
も
、去
年
、体
調
を
壊

し
て
、入
院
し
た
。「
い
つ
に
な
く
悲
観
的
に
な
っ
た
」

と
い
う
が
、外
出
許
可
が
出
た
日
、明
る
い
色
目
の
洋

服
を
い
っ
ぱ
い
買
い
、病
室
に
吊
し
た
。ブ
テ
ィ
ッ
ク

の
よ
う
な
病
室
を
演
出
す
る
と
こ
ろ
は
、さ
す
が
寛

斎
さ
ん
だ
。

　

今
回
の
入
院
で
、さ
す
が
の
寛
斎
さ
ん
も
、死
に

つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
た
。い
つ
か
来
る
そ
の
時
は

「
じ
ゃ
あ
、ま
た
ね
」と
笑
顔
で
逝
き
た
い
。「
寛
斎
さ

ん
ら
し
い
、派
手
な
パ
ジ
ャ
マ
着
て
た
ね
」と
言
わ
れ

た
い
。

　

人
は
生
き
て
き
た
よ
う
に
死
ぬ
。「
な
ら
ば
、命
の

期
限
を
実
感
し
た
か
ら
、す
ご
ー
く
す
ご
ー
く
面
白

い
こ
と
を
し
た
い
。
熱
い
思
い
、熱
い
言
葉
を
次
の

世
代
に
伝
え
た
い
」

　

だ
が
こ
の
世
か
ら
の
退
場
は
ま
だ
ま
だ
早
い
。「
娘

の
娘
が
20
歳
に
な
る
ま
で
、あ
と
10
年
は
、か
っ
こ
よ

く
生
き
て
み
よ
う
！
」と
思
う
の
だ
。

　

二
〇
〇
九
年
秋
頃
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、東
京
、大
阪

の
３
都
市
で
、同
時
期
に
同
じ
テ
ー
マ
で「
ス
ー
パ
ー

シ
ョ
ー
」を
開
催
す
る
夢
が
あ
る
。
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七
月
七
日
は
、
七
夕
で
す
。

新
タ
ケ
を
使
っ
て
短
冊
を
飾
り

ま
す
。
祭
る
た
め
に
も
新
タ
ケ

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
新
タ

ケ
を
切
っ
て
竹
細
工
を
す
る
に

は
柔
ら
か
く
て
切
っ
た
り
、
削

っ
た
り
す
る
の
は
し
や
す
い
の
で

す
が
、
一
時
間
も
し
な
い
う
ち

に
し
わ
に
な
っ
て
使
い
も
の
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

新
タ
ケ
と
古
タ
ケ
と
の
見
分

け
方

①
新
タ
ケ

・
皮
を
下
か
ら
上
ま
で
つ
け

　

て
い
る
。

・
全
体
に
白
い
粉
か
産
毛
の

　

よ
う
な
毛
が
つ
い
て
い
る
。

・
や
わ
ら
か
い
。

②
古
タ
ケ

・
す
す
の
よ
う
な
黒
い
も
の

　

が
つ
い
て
い
る
。
種
類
に

　

よ
っ
て
茶
色
や
黄
色
く
な

　

っ
て
い
る
。

・
か
た
い
。

マ
ダ
ケ

①
釣
り
竿

　

曲
が
っ
て
い
る
の
で
、
火

に
あ
ぶ
り
、
真
っ
す
ぐ
に
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
つ
い

で
に
青
み
が
残
っ
て
い
る
も

の
は
、
火
に
あ
ぶ
る
と
、
タ

ケ
汁
が
出
て
き
ま
す
。
ぼ
ろ

布
で
タ
ケ
汁
を
拭
き
取
る
と

ク
リ
ー
ム
色
に
な
り
ま
す
。

②
水
よ
う
か
ん
の
器

　

常
滑
に
来
て
「
常
滑
お
や

こ
劇
場
」
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
た
と
き
に
知
っ
た
の
が
、

こ
れ
で
す
。

　

こ
の
季
節
、
冷
蔵
庫
で
冷

や
し
、
青
タ
ケ
の
香
り
と
い

っ
し
ょ
に
食
べ
る
と
、
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平成20年７月１日　（２）

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
常
滑
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
ズ　

第
二
十
七
回

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
・
二
十
日（
日
）午
後
二

時
〜
同
四
時

▼
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

中
学
校
の
部　

知

多
地
区
大
会
・
二
十
三
日（
水
）午
前
九
時
四
十
分
〜

午
後
五
時

▼
第
十
二
回　

常
滑
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

カ
ラ

オ
ケ
大
会
・
二
十
五
日（
金
）午
前
九
時
半
〜
午
後
四

時
半

▼
学
校
給
食
調
理
員　

衛
生
講
習
会
・
二
十
九
日

（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
同
十
一
時
半

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
山
方
写
生
会
展
・
〜
四
日（
金
）

▼
グ
ル
ー
プ
沙
羅
展
・
八
日（
火
）〜
十
七
日（
木
）

▼
鴨
展
・
十
八
日（
金
）〜
二
十
七
日（
日
）

▼
全
日
写
連
常
滑
支
部
展
・
二
十
九
日（
火
）〜
八
月

八
日（
金
）

◎
常
滑
市
民
俗
資
料
館

▼
第
一
回
企
画
展「
平
安
末
期
の
常
滑
焼
」・
〜
六
日

（
日
）

▼
第
二
回
企
画
展「
鎌
倉
時
代
の
常
滑
焼
」・
十
二
日

（
土
）〜
八
月
三
十
一
日（
日
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
全
知
多
小
中
学
校
卓
球
大
会
・
五
日（
土
）

▼
第
三
十
二
回　

常
滑
市
民
ダ
ブ
ル
ス
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
・
六
日（
日
）

▼
第
五
十
五
回　

常
滑
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室
交
換
大
会
・
十
二
日（
土
）

▼
市
民
タ
ス
ポ
ニ
ー
大
会
・
十
三
日（
日
）

▼
常
滑
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会
・
十
三
日

（
日
）

▼
知
多
地
方
中
学
校
卓
球
大
会
・
十
九
日（
土
）〜

二
十
日（
日
）

▼
夏
季
市
民
六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
二
十
七

日（
日
）

◎
常
滑
市
中
央
公
民
館

▼
中
央
公
民
館
協
賛
公
開
講
座　

ニ
イ
ハ
オ
！
一
緒

に
学
ぼ
う
・
十
三
日
、二
十
日（
日
曜
日
・
全
二
回
）　

内
容　

第
一
回「
中
日
両
国
の
漢
字
の
比
較
な
ど
」　

第
二
回「
中
国
語
挨
拶
言
葉
の
表
現
な
ど
」　

講
師　

許　

暁
敏
さ
ん（
シ
ー　

シ
ャ
オ
ミ
ン
）　

場
所　

中

央
公
民
館
学
習
室　

対
象　

市
内
在
住
、在
勤
の
人

　

定
員　

二
十
名　

受
講
料　

無
料　

申
込
み
期
限

　

九
日（
水
）　

申
込
み
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館
ま

た
は
、「
未
来
」山
本
博
巳
☎
35
│
６
５
３
５

◎
青
海
公
民
館

▼
た
な
ば
た
会　

ご
家
族
み
さ
な
ん
で
、お
楽
し
み

く
だ
さ
い
・
五
日（
土
）午
後
七
時
〜
同
八
時
半　

内

容　

ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、大
型
紙
芝
居
、パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、コ
ー
ラ
ス
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー　

場
所　

青
海
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル　

対
象　

ど
な
た
で

も　

入
場
料　

無
料　

問
合
せ　

青
海
公
民
館
☎
43

│
６
６
２
２

▼
自
主
事
業　

親
子
で
楽
し
く
！
は
じ
め
て
の
陶
芸

教
室　

世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
お
じ
ぞ
う
さ
ん
を
親

子
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
・
八
月
九
日（
土
）午
前

十
時
〜
正
午　

講
師　

永
柳
光
生
さ
ん（
光
生
陶
苑
）

　

会
場　

美
術
工
芸
室　

対
象　

市
内
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者　

定
員　

十
組
二
十
名　

参
加
費

　

八
百
円（
一
組
当
た
り
）　

申
込
み
期
限　

二
十
日

（
日
）

◎
鬼
崎
公
民
館

▼
裁
判
員
・
あ
な
た
に
通
知
が
！
通
知
が
届
い
て
も

あ
わ
て
な
い
た
め
に
・
十
九
日（
土
）午
後
二
時
〜　

内
容　

裁
判
員
の
選
ば
れ
方
、仕
事
や
役
割
の
説
明

と
映
画
上
映　

講
師　

名
古
屋
地
方
裁
判
所　

主
任

書
記
官　

会
場　

鬼
崎
公
民
館　

二
階
講
義
室　

対

象　

ど
な
た
で
も　

参
加
費　

無
料　

申
込
み
期

限　

十
七
日（
木
）　

問
合
せ　

鬼
崎
公
民
館
☎
43

│
０
６
６
０　

電
話
申
込
み
可
、常
滑
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
が
で
き
ま
す

▼
自
主
事
業　

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業　

親
子
で
手
作

り
ぎ
ょ
う
ざ
・
二
十
六
日（
土
）午
前
十
時
〜
午
後
一

時
こ
ろ　

楽
し
く
皮
か
ら
手
作
り
の
ぎ
ょ
う
ざ
を
作

り
ま
し
ょ
う　

講
師　

管
理
栄
養
士　

村
瀬
香
代
子

さ
ん　

会
場　

鬼
崎
公
民
館
料
理
室　

対
象　

市
内

在
住
、在
勤
の
親
子（
子
供
は
六
歳
以
上
一
名
）　

定

員　

十
二
組　

受
講
料　

無
料　

材
料
費　

五
百
円

　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布
き
ん　

申
込
み

期
限　

十
六
日（
水
）ま
で
に
鬼
崎
公
民
館
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い（
電
話
申
込
み
可
）　

問
合
せ　

鬼
崎
公

民
館
☎
43
│
０
６
６
０

▼「
挑
戦
！
親
子
で
う
ど
ん
作
り
」親
子
で
手
づ
く
り

う
ど
ん
を
作
ろ
う
・
八
月
九
日（
土
）午
前
九
時
〜
正

午　

親
と
子
、共
同
し
て
う
ど
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う

　

梅
雨
の
間
の
晴
れ
間
。一

週
間
に
一
度
の
お
休
み
は
前

夜
か
ら
洗
濯
の
リ
レ
ー
が
始

ま
り
ま
す
。シ
ー
ツ
、タ
オ
ル

ケ
ッ
ト
、パ
ジ
ャ
マ
、靴
…
あ

れ
も
こ
れ
も
と
洗
濯
機
フ
ル

回
転
で
す
。子
供
が
小
さ
い
の

で
ぬ
い
ぐ
る
み
や
お
も
ち
ゃ

も
殺
菌
。ク
ッ
シ
ョ
ン
や
マ
ッ

ト
も
天
日
に
当
て
た
い
の
で

す
。専
業
主
婦
時
代
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
自
分
で
も
よ
く
出
来
た
と
効
率
よ
く
段
取
り

し
、子
供
と
朝
の
教
育
テ
レ
ビ
を
流
し
見
し
な
が
ら
洗
濯
や
掃
除
、布
団

干
し
、時
折
一
緒
に
踊
っ
た
り
お
歌
を
歌
っ
た
り
、そ
の
後
お
散
歩
や
買
い

物
、掃
除
、洗
濯
…
と
張
り
切
り
す
ぎ
て
夕
方
に
は
疲
れ
果
て
て
子
供
と

一
緒
に
お
昼
寝
。一
週
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。お
や
つ

の
時
間
、こ
れ
で
も
か
！
と
目
を
見
開
き
、小
さ
な
手
で
ス
イ
カ
を
支
え

ガ
ブ
ッ
。『
お
い
し
〜
い
よ
ぉ
〜
』と
私
に
差
し
出
す
わ
ん
ぱ
く
な
息
子
の

笑
顔
で
ま
た
明
日
も
頑
張
れ
る
の
で
す
。お
陰
様
で
一
歳
十
ヵ
月
に
な
り

ま
し
た
よ
。

　

蒸
し
蒸
し
す
る
こ
の
季
節
。気
温
三
十
二
度
、八
十
五
％
の
湿
度
が
適

温
の
パ
ン
作
り
は
、勢
い
よ
く
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。思
い
も
か
け
ず
パ
ン
の

機
嫌
が
良
過
ぎ
て
、少
な
い
時
で
食
パ
ン
四
種
類
、ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ル
系
の

も
の
七
種
類
、菓
子
パ
ン
十
五
種
類
と
食
事
パ
ン
他
を
平
行
に
二
人
で
作

業
を
進
め
て
い
る
の
で
人
力
の
ス
ピ
ー
ド
が
間
に
合
わ
ず『
プ
シ
ュ
ー
』。残

念
な
事
に
へ
こ
ん
で
し
ま
う
事
も
あ
る
の
で
す
。今
か
ら
の
時
期
は
パ
ン
の

状
態
、気
温
、人
間
の
体
力
と
相
談
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。二
百
五
十
度
の
オ
ー
ブ
ン
の
熱
で
作
業
場
は
亜
熱
帯
地
域
。こ

う
い
う
環
境
だ
と
パ
ン
も
ご
ま
か
し
が
利
か
ず
、焼
き
上
げ
た
パ
ン
を
見

て『
今
日
は
気
持
ち
が
荒
れ
と
る
？
ど
う
し
た
？
』と
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か

け
る
と『
何
で
分
か
る
？
』。残
念
な
が
ら
急
い
で
成
形
し
て
ソ
ー
セ
ー
ジ

パ
ン
の
生
地
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
傷
み
切
れ
て
い
ま
し
た
。パ
ン
作
り
は
柔

ら
か
い
パ
ン
生
地
を
パ
ン
と
相
談
し
な
が
ら
、パ
ン
生
地
を
切
り
分
け
た

り
、力
加
減
を
し
て
丸
め
た
り
伸
ば
し
た
り
平
ら
に
し
た
り
と
作
業
を
進

め
ま
す
。パ
ン
と
二
人
三
脚
の
仕
事
。彼
女
を
見
て
、自
分
自
身
も
振
り
返

る
の
で
す
。仕
事
は
与
え
ら
れ
た
事
は
も
ち
ろ
ん
時
間
内
に
、こ
な
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
が
、生
き
て
い
る
パ
ン
を
思
い
や
り
、そ
の

先
で
売
り
場
に
並
ぶ
パ
ン
た
ち
を
見
て
選
ん
で
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
の
顔

も
思
い
浮
か
べ
て
パ
ン
作
り
を
し
た
い
の
で
す
。来
る
日
も
来
る
日
も
パ
ン

作
り
。そ
れ
で
も
パ
ン
が
大
好
き
な
の
で
す
。そ
の
日
は
ス
タ
ッ
フ
と
淹
れ

た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
反
省
会
。二
人
の
リ
ズ
ム
で
パ
ン
を
作

り
上
げ
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
と
も
二
人
三
脚
で
す
。

　

☆
お
陰
様
で
七
月
十
九
日
で『
夢
乃
蔵
』も
オ
ー
プ
ン
し
て
丸
二
年
。こ

の
ご
時
勢
、お
店
が
潰
れ
な
い
で
、潰
さ
な
い
で
こ
ら
れ
た
の
も
、ス
タ
ッ
フ

や
家
族
に
支
え
ら
れ
、お
客
様
に
育
て
て
頂
い
た
お
陰
で
す
。有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
後
と
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る
お
店
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

料
理
研
究
家　

長
澤
晶
子

（
５
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 
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タ
ケ
で
遊
ぶ
⑴

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
タ
ケ
製
品
が
生
活
の
中
に
溶
け
込
み
、
安
心

し
、
重
宝
が
ら
れ
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
遊

び
道
具
の
材
料
と
し
て
タ
ケ
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
近

く
の
山
に
入
り
、
自
由
に
タ
ケ
を
切
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
道
具

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

マ　ダ　ケ

良
寛
と
ニ
ー
チ
ェ（
そ
の
１
）

　

傑
作
の
多
い
良
寛
の
書
の
中
で

も
特
に
名
作
と
い
わ
れ
る
五
言

句
の
双そ
う

幅ふ
く

が
あ
り
ま
す
。（
写
真

参
照
）

「
君
看
雙
眼
色　

不
語
似
無
憂
」

（
君
看み

よ
、双そ
う

眼が
ん

の
色
。
語
ら
ざ

る
は
憂う
れ
え

無
き
に
似
た
り
）

　

こ
れ
は
良
寛
が
作
っ
た
句
で
は

な
く
、江
戸
中
期
の
臨
済
宗
の
名

僧
・
白は
く

隠い
ん
の『
槐か
い

安あ
ん

国こ
く

語ご

』に
出
て

く
る
語
句
で
す
。「
私
の
二
つ
の
眼

の
底
に
あ
る
深
い
哀
し
み
の
色
を

見
て
く
れ
た
ま
え
。
語
ら
な
け

れ
ば
、哀
し
み
な
ん
か
無
い
よ
う

に
見
え
る
が
、私
の
心
の
底
に
は

深
い
深
い
憂
愁
が
あ
る
の
だ
」と

い
っ
た
意
味
で
す
。
良
寛
は
こ
の

語
句
が
好
き
で
、頼
ま
れ
る
と
よ

く
書
き
ま
し
た
。

　

良
寛
は
、子
ど
も
た
ち
と
遊
ん

だ
り
、好
き
な
時
に
詩
歌
を
作
っ

た
り
書
を
書
い
た
り
し
て
、い
か

に
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
外
か
ら

見
る
と
、悩
み
を
知
ら
な
い
子
ど

も
み
た
い
な
楽
天
的
な
人
間
に

見
え
ま
し
た
。し
か
し
、良
寛
は

苦
悩
の
人
で
し
た
。
深
い
苦
悩
に

耐
え
て
い
ま
し
た
。
沈
黙
し
て
語

ら
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。こ
の
語

句
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、良
寛

は
、沈
黙
の
中
に
隠
し
て
い
た
本

心
を
そ
れ
と
な
く
知
ら
せ
て
い
る

の
で
す
。「
私
の
心
の
底
に
は
、本

当
は
深
い
悲
哀
が
巣
く
っ
て
い
る

の
で
す
。
私
の
苦
悩
を
語
り
出
せ

ば
、際
限
な
く
語
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
黙
っ
て
い
る
だ
け
な

の
で
す
。ど
う
か
、私
の
眼
に
宿
る

哀
し
み
の
色
を
見
て
、私
の
憂
愁

を
察
し
て
く
だ
さ
い
」

　

子
ど
も
た
ち
と
毬ま
り
つ
き
を
し

て
遊
ん
で
い
る
良
寛
を
見
て
、通

り
が
か
り
の
人
が「
ど
う
し
て
毬

な
ん
か
つ
い
て
い
る
の
か
ね
」と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
良
寛

は
こ
う
詩
に
書
き
ま
し
た
。「
低て
い

頭と
う

し
て
応こ
た

ふ
る
能あ
た

は
ず
、道い

ひ
得う

と
も
ま
た
何
ぞ
似に

ん
。
箇こ

中ち
ゅ
う

の

意
を
知
ら
ん
と
要ほ
っ

す
れ
ば
、元が
ん

来ら
い

た
だ
這こ

れ
是こ

れ
の
み
」（
大
意
︱

︱
私
は
答
え
ら
れ
ず
に
う
つ
む
い

た
ま
ま
だ
。
何
と
答
え
て
い
い
も

の
や
ら
。
毬
つ
き
の
意
味
と
い
っ

た
っ
て
、も
と
も
と
こ
う
や
っ
て

毬
を
つ
い
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で

す
よ
）

　

さ
て
、19
世
紀
最
大
の
哲
学
者

の
一
人
で
あ
る
ニ
ー
チ
ェ
は『
善
悪

の
彼
岸
』の
中
で
こ
う
書
き
ま
し

た
。「
す
べ
て
深
い
も
の
は
仮
面
を

愛
す
る
。（
中
略
）す
べ
て
深
い
精

神
は
仮
面
を
必
要
と
す
る
。い
や

そ
れ
以
上
に
、す
べ
て
の
深
い
精

神
の
ま
わ
り
に
は
絶
え
ず
仮
面

が
生
じ
て
く
る
。
彼
が
与
え
る
言

葉
の
す
べ
て
、歩
む
足
取
り
の
す

べ
て
、生
の
し
る
し
の
す
べ
て
が
、

常
に
誤
っ
て
、す
な
わ
ち
浅
薄
に

解
釈
さ
れ
る
お
か
げ
で
」

　

ニ
ー
チ
ェ
も
、良
寛
と
同
じ
よ

う
に
、本
心
を
内
に
隠
し
て
、「
仮

面
」を
つ
け
て
他
の
人
々
と
接
し

て
い
ま
し
た
。ニ
ー
チ
ェ
は
、38
歳

の
時
に
、21
歳
の
ロ
シ
ア
の
女
性

ル
ー
・
サ
ロ
メ
と
ロ
ー
マ
で
知
り

合
い
、熱
烈
に
恋
を
し
、求
婚
し

ま
す
が
、断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
の
ル
ー
・
サ
ロ
メ
が
後
に
回

想
し
て
、ニ
ー
チ
ェ
の
外
面
と
内

面
の
生
活
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

書
き
ま
し
た
。

　
「
通
常
の
生
活
に
お
い
て
は
、

彼
は
非
常
に
礼
儀
正
し
く
、穏
や

か
で
、い
つ
も
好
意
の
こ
も
っ
た

落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
た
。
彼
は

社
交
の
も
つ
形
式
を
楽
し
み
、自

分
で
も
そ
う
し
た
形
式
を
守
っ

て
い
た
。し
か
し
、そ
こ
に
は
常
に
、

仮
装
へ
の
喜
び
が
潜ひ
そ

ん
で
い
た
。

つ
ま
り
、決
し
て
暴
露
し
た
こ
と

の
な
い
内
面
の
生
活
を
覆お
お

う
た

め
の
マ
ン
ト
と
仮
面
へ
の
喜
び
が

潜
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）

ニ
ー
チ
ェ
の
内
面
生
活
は
ま
っ
た

く
彼
の
孤
独
の
う
ち
か
ら
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

ニ
ー
チ
ェ
は
、表
面
的
に
は
ご

く
普
通
に
人
と
接
し
て
い
た
け

れ
ど
、実
は
深
い
孤
独
の
中
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
外
に
は
悩
み
の

な
い
穏
や
か
な
人
間
と
い
う
仮

面
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、そ
の

内
面
生
活
は
ま
さ
に
孤
独
と
苦

悩
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
良

寛
と
同
じ
よ
う
に「
ふ
だ
ん
私
は

自
分
の
苦
悩
を
隠
し
て
い
る
。
楽

し
そ
う
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。し

か
し
、私
の
本
当
の
苦
悩
を
知
り

た
け
れ
ば
、ど
う
か
私
の
二
つ
の

眼
の
色
を
見
て
ほ
し
い
」と
考
え

て
い
た
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
良
寛
と
ニ
ー
チ
ェ
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。あ
の

過
激
な
思
想
家
ニ
ー
チ
ェ
と
、あ

の
温
和
な
禅
僧
・
良
寛
と
、何
か

結
び
付
く
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。こ
ん
な
疑
問
を
も
つ
人
は

多
い
で
し
ょ
う
。
当
然
の
疑
問
で

す
。し
か
し
、調
べ
て
み
る
と
、二

人
の
生
活
と
思
想
は
本
当
に
よ

く
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ニ
ー
チ
ェ
と
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、謎
の
多
い
良
寛
の
生
き
方
が

少
し
で
も
よ
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、ニ
ー
チ
ェ
の
生
涯
に
つ
い

て
簡
単
に
述
べ
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
ニ
ー
チ
ェ
は
、１
８
４
４
年

10
月
に
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

に
近
い
小
さ
な
村
レ
ッ
ケ
ン
で
生

ま
れ
た
。４
歳
の
時
、牧
師
だ
っ

た
父
親
が
病
死
。ボ
ン
大
学
に
入

学
し
て
神
学
と
古
典
文
献
学
を

専
攻
。
師
の
リ
ッ
チ
ェ
ル
教
授
の

後
を
追
っ
て
、ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大

学
に
移
り
、ギ
リ
シ
ャ
古
典
文
献

学
を
本
格
的
に
研
究
す
る
。リ
ッ

チ
ェ
ル
教
授
の
推
薦
で
、24
歳
と

い
う
異
例
の
若
さ
で
ス
イ
ス
の

バ
ー
ゼ
ル
大
学
の
教
授
に
な
る
。

そ
の
頃
、大
作
曲
家
ワ
ー
グ
ナ
ー

と
知
り
合
い
意
気
投
合
す
る
。
数

年
後
、ワ
ー
グ
ナ
ー
に
幻
滅
を
感

じ
、友
情
が
絶
え
る
。
35
歳
の
時
、

激
し
い
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
、大
学

を
退
職
。そ
れ
以
後
、わ
ず
か
な

年
金
に
よ
っ
て
生
活
す
る
。
夏
は

ス
イ
ス
、冬
は
イ
タ
リ
ア
に
住
む

と
い
う
孤
独
な
漂
泊
者
と
し
て

生
活
す
る
が
、著
作
活
動
は
旺
盛

で
あ
っ
た
。し
か
し
、著
書
は
ほ
と

ん
ど
売
れ
な
か
っ
た
。１
８
８
９

年
１
月
、滞
在
先
の
イ
タ
リ
ア
の

ト
リ
ノ
で
精
神
に
異
常
を
き
た

し
、精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
る
。

１
９
０
０
年
８
月
25
日
、ワ
イ

マ
ー
ル
で
死
去
。
故
郷
の
レ
ッ
ケ

ン
に
葬
ら
れ
る
。
作
品
は『
悲
劇

の
誕
生
』『
人
間
的
な
、あ
ま
り
に

人
間
的
な
』『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ

は
こ
う
言
っ
た
』『
善
悪
の
彼
岸
』

な
ど
。

　

35
歳
で
大
学
教
授
の
職
を
辞

め
て
か
ら
45
歳
で
発
狂
す
る
ま
で

の
10
年
間
、ニ
ー
チ
ェ
は
貧
し
い

漂
泊
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
友

人
に
宛
て
た
手
紙
。「
…
私
は

ほ
と
ん
ど
財
産
は
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
ー
ゼ
ル
大
学
の
恩
給
は
つ
ま
し

い
も
の
で
す（
年
額
三
千
フ
ラ
ン
）。

そ
れ
で
も
そ
の
中
か
ら
い
つ
も
少

し
ず
つ
残
し
て
き
ま
し
た
か
ら
、

今
ま
で
の
と
こ
ろ
借
金
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
の
芸
当
は
、生
活
を
ま

す
ま
す
簡
素
に
す
る
こ
と
、ホ
テ

ル
の
生
活
を
勘
定
に
い
れ
て
長
い

旅
行
を
避
け
る
こ
と
で
す
」

　

こ
の
よ
う
な
貧
し
く
孤
独
な

生
活
を
送
り
な
が
ら
、現
代
に
至

る
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
続

け
て
き
て
い
る
著
作
を
次
々
と

書
き
ま
し
た
。お
金
が
な
い
の
で
、

安
い
部
屋
を
借
り
、で
き
る
だ
け

安
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
ま

せ
ま
し
た
。い
つ
も
散
歩
を
し
な

が
ら
思
索
を
深
め
ま
し
た
。
激
し

い
頭
痛
が
襲
う
と
、週
の
う
ち
４

日
も
何
も
で
き
な
い
状
態
に
な

り
ま
し
た
。や
が
て
運
命
の
時
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　

１
８
８
９
年
１
月
、そ
の
時

ま
で
耐
え
に
耐
え
た
彼
の
精
神

が
崩
壊
し
た
の
で
す
。イ
タ
リ
ア

の
ト
リ
ノ
の
通
り
を
歩
い
て
い
た

時
、ニ
ー
チ
ェ
は
、辻
馬
車
の
馬
が

鞭む
ち
で
ぶ
た
れ
て
い
る
の
を
目
撃
し

ま
し
た
。
彼
は
そ
の
馬
の
首
に
し

が
み
つ
き
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
、涙

を
流
し
な
が
ら
そ
の
場
に
崩
れ

落
ち
ま
し
た
。
人
に
助
け
ら
れ
て

部
屋
に
戻
る
と
、次
か
ら
次
へ
と

奇
妙
な
文
句
を
書
き
な
ぐ
り
、切

手
も
貼
ら
ず
に
投
函
し
ま
し
た
。

　

友
人
の
音
楽
家
ペ
ー
タ
ー
・
ガ

ス
ト
は
、大
き
な
字
が
書
か
れ
た

紙
を
受
け
取
り
ま
し
た
。「
わ
が

楽が
く

匠し
ょ
う

ピ
エ
ト
ロ
に
。わ
が
た
め
に

新
し
き
歌
を
歌
え
。
世
は
光
に
満

ち
、す
べ
て
の
空
は
喜
べ
り
。
十

字
架
に
つ
け
ら
れ
し
者
」。ワ
ー
グ

ナ
ー
の
未
亡
人
コ
ジ
マ
は
、大
き

な
灰
色
の
紙
片
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　
「
ア
リ
ア
ド
ネ
よ
、予よ

は
お
ん

み
を
愛
す
。デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
」

　

す
ぐ
れ
た
ニ
ー
チ
ェ
研
究
家

で
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う

言
っ
た
』（
岩
波
文
庫
）の
名
訳
を

残
し
た
氷ひ

上か
み

英
広
は
、『
ニ
ー
チ
ェ

と
そ
の
時
代
』の
中
で
こ
う
書
い

て
い
ま
す
。「
ニ
ー
チ
ェ
の
生
涯
を

辿
り
、あ
の
人
間
経
験
を
絶
し
た

病
気
の
系
列
、氷
の
よ
う
な
孤
独

と
終
わ
る
こ
と
な
き
漂
泊
の
中

の
不
屈
の
思
索
と
労
作
、苦
悩
と

灼
熱
と
霊
感
に
充
ち
た
単
純
蕪ぶ

雑ざ
つ

な
生
活
を
想
う
な
ら
、ニ
ー

チ
ェ
は
さ
な
が
ら
聖
者
伝
説
中
の

人
物
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
」。

キ
リ
ス
ト
教
を
あ
れ
ほ
ど
痛
烈

に
批
判
し
た
ニ
ー
チ
ェ
は
、ま
る

で
聖
者
の
よ
う
な
人
間
だ
っ
た
と

言
う
の
で
す
。　　
　

 （
つ
づ
く
）

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

（37）
杉 

本 

武 

之

良寛筆 『君看雙眼色 不語似無憂』

①
寒
天
液
を
青
竹
に

　

流
し
込
ん
で
冷
や
す
。

②
キ
リ
か
千
枚
通
し
で

　

節
に
穴
を
あ
け
、

　

水
よ
う
か
ん
を
出
し
て

　

食
べ
る
。



　

今
朝
、
バ
リ
・
ヒ
ル
ト
ン
の
ビ
ー
チ
で
、

〝
早
起
き
は
、
三
文
の
得
〟
を
体
得
し
た

ば
か
り
の
私
は
、
味
噌
汁
や
漬
物
も
あ
る

バ
イ
キ
ン
グ
方
式
の
朝
食
に
、
さ
ら
に
気

を
好
く
し
た
。
好
き
な
食
べ
物
を
好
き
な

だ
け
食
べ
ら
れ
る
こ
の
方
式
は
「
選
択
の

自
由
」
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
注
文
す

れ
ば
、
目
の
前
で
、
一
人
一
人
器
用
に
焼

い
て
も
ら
え
る
温
か
な
オ
ム
レ
ツ
の
味
は
、

今
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

今
日
か
ら
一
泊
二
日
の
ジ
ャ
ワ
島
・
ボ

ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
を
中
心
に
し
た
ジ
ョ
グ

ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
の
旅
で
あ
る
。

　

正
面
ロ
ビ
ー
に
は
、「
和
の
く
つ
ろ
ぎ
」

と
命
名
さ
れ
た
日
本
人
の
た
め
の
案
内
所

ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
バ
リ
・
ヒ
ル
ト
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
ホ
テ
ル
が
、

い
か
に
急
増
し
つ
つ
あ
る
日
本
人
観
光
客

用
に
設し

つ

ら
え
ら
れ
た
ホ
テ
ル
で
あ
る
か
が

よ
く
わ
か
る
。
私
の
よ
う
に
適
応
能
力
の

低
い
日
本
人
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の
ホ
テ

ル
で
あ
る
。

　

こ
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
区
・
ヌ
サ
ド
ウ

ア
は
、
七
〇
年
代
に
入
り
、
ス
ハ
ル
ト
政

権
の
国
家
開
発
政
策
の
も
と
で
、
国
内
随

一
の
観
光
地
と
し
て
バ
リ
島
が
位
置
付
け

ら
れ
、
そ
の
拠
点
地
域
と
し
て
開
発
さ
れ

た
地
区
で
あ
る
。
三
本
の
通
用
道
路
に
は

バ
リ
特
有
の
〝
割
れ
門
〟
が
設
け
ら
れ
、

監
視
員
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
る
で
〝
観

光
租
界
〟
の
よ
う
で
あ
る
。

◆

　

観
光
旅
行
の
日
程
は
、
今
日
明
日
と

ジ
ャ
ワ
島
の
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
参
拝
を

中
心
に
、
王
宮
、
イ
ン
ド
古
代
叙
情
詩
舞

踊
劇
「
ラ
ー
マ
ヤ
ナ
」
観
劇
と
な
っ
て
い

る
。
行
き
が
か
り
上
、〝
に
わ
か
ア
ジ
ア

文
化
人
〟
に
変
身
し
て
の
団
体
旅
行
混
入

者
の
私
に
は
、
こ
の
日
程
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

さ
っ
ぱ
り
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
わ
か
な

い
。
そ
れ
に
日
程
時
間
も
バ
リ
発
11
・
25

分
、ジ
ョ
グ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ（
中
部
ジ
ャ
ワ
）

11
・
35
分
と
、表
示
し
て
あ
る
。
妻
に
「
５

分
で
着
く
の
か
、
誤
記
だ
ろ
う
」
と
尋
ね

る
と
、「
現
地
時
間
で
、
ジ
ャ
ワ
島
は
東

の
バ
リ
島
マ
イ
ナ
ス
一
時
間
。」
と
、素
っ

気
な
い
返
事
。
約
束
事
で
あ
る
地
球
上
の

時
差
は
、
南
北
よ
り
も
東
西
で
大
き
い
と

頭
で
覚
え
て
い
て
も
、
今
朝
の
「
バ
リ
・

ヒ
ル
ト
ン
の
早
起
き
は
三
文
の
得
」
の
よ

う
に
、直
接
体
験
で
体
で
覚
え
る
〝
体
得
〟

が
な
け
れ
ば
、
体
に
刻
み
込
ま
れ
た
〝
生

き
た
知
識
〟
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
あ

ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

◆

　

ほ
ゞ
一
時
間
。
ガ
ル
ー
ダ
国
内
線
の
旅

で
目
的
地
に
着
く
。
水
平
飛
行
に
移
る
と

ヤ
シ
の
若
葉
で
巧
み
に
編
み
上
げ
、
蒸
し

た
餅
菓
子
の
オ
ヤ
ツ
と
お
茶
が
出
る
。
高

度
の
低
い
国
内
線
の
窓
外
の
景
色
は
、
よ

く
見
え
る
。
見
渡
す
限
り
の
水
田
と
赤
瓦

の
家
々
。
そ
の
中
に
水
田
が
溜
め
池
に
変

わ
っ
た
よ
う
な
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
沼
々

が
見
え
る
。
妻
に
尋
ね
る
と
、「
あ
れ
は
、

日
本
に
多
く
輸
出
さ
れ
て
来
て
い
る
ブ

ラ
ッ
ク
・
タ
イ
ガ
ー
と
い
う
海
老
の
養
殖

池
」
と
い
う
。「
わ
ざ
わ
ざ
、
こ
ん
な
に

遠
く
か
ら
輸
入
し
な
く
て
も
、
三
河
湾
や

伊
勢
湾
、
遠
州
灘
で
お
い
し
い
海
老
が
た

く
さ
ん
獲
れ
る
の
に
…
。」
と
、
三
河
湾
の

魚
で
育
っ
た
私
が
言
う
と
、
そ
れ
は
も
う

今
昔
物
語
で
、今
、「
海
老
」
と
い
う
と
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
」
と
言
う
。
彼
女
の
日
本
で

の
知
人
の
親
戚
も
、
手
広
く
ジ
ャ
ワ
島
で

海
老
の
養
殖
を
し
て
お
ら
れ
る
と
言
う
。

　

そ
ん
な
に
、
日
本
と
の
ご
縁
が
あ
る
の

な
ら
と
、
カ
メ
ラ
を
廻
す
。
す
る
と
、
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
の
入
口
に
立
つ
、
一
見
い
か
め

し
い
乗
組
員
の
正
装
を
し
た
男
性
が
、
私

を
手
招
き
す
る
。
お
ず
お
ず
と
近
づ
く

と
、
ニ
ッ
コ
リ
し
て
操
縦
室
の
扉
を
開
け
、

「
こ
ゝ
に
入
っ
て
撮
影
し
た
ら
…
。
バ
グ
ー

ス
（
す
ば
ら
し
い
）」
と
、
手
話
ス
タ
イ
ル

で
、
招
待
し
て
く
れ
る
。

　

戸
口
ま
で
、
お
ず
お
ず
と
行
く
と
、

「
も
っ
と
中
に
入
っ
て
見
て
下
さ
い
。」

　

正
副
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
二
人
。
そ
の
後
に
、

空
席
が
一
つ
（
機
関
士
？
）。
こ
の
乗
組

員
の
席
か
…
。

◆

　

こ
ん
な
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
様
子
を
、

じ
っ
く
り
観
察
す
る
興
味
も
ゆ
と
り
も
な

く
、
私
は
全
身
金
縛
り
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
い
の
か
」
と
身
心

硬
直
す
る
思
い
に
強
く
か
ら
れ
た
。

 

そ
れ
と
言
う
の
も
、
仕
事
の
関
係
上
、
青

少
年
非
行
の
事
例
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を

し
て
い
た
頃
に
「
少
年
科
学
雑
誌
で
、
航

空
機
の
操
縦
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
み
、
興
味

を
も
っ
た
高
校
生
が
全
日
空
機
の
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
。
羽
田
で
逮
捕
…
」。
同
じ
く「
航

空
機
マ
ニ
ア
の
少
年
が
駐
機
中
の
飛
行
機

に
潜
入
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
回
す
。」
な
ど
の

事
例
を
、
戦
慓
を
覚
え
な
が
ら
読
ん
だ
記

憶
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
70
年
代
の
中
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
、
観
光
立
国
を
標
榜
す
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
営
機
の
観
光
客
サ
ー
ビ
ス
の

〝
切
り
札
〟
の
一
つ
か
と
思
う
と
、
危
険
と

裏
腹
の
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
〝
一
瞬
の
切

な
さ
〟
さ
え
覚
え
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
乗
組
員
は
満
面
の
笑
み

を
浮
べ
て
、
躊
躇
に
身
を
強
張
ら
せ
た
私

の
肩
に
手
を
か
け
招
き
入
れ
て
く
れ
る
…
。

　
「
あ
あ
、
こ
れ
が
〝
暗
黙
の
信
頼
〟
と
い

う
こ
と
か
…
。」
そ
れ
を
、
瞬
時
に
理
解
で

き
な
か
っ
た
自
分
自
身
に
、
逆
に
〝
深
い

切
な
さ
〟
を
覚
え
た
。

　
「
信
頼
」
と
は
、
信
じ
・
頼
る
こ
と
｜
。

人
間
ら
し
い
〝
人
間
関
係
の
極
致
〟
で
あ

る
と
は
、
子
ど
も
時

代
か
ら
母
親
に
口
ぐ

せ
の
よ
う
に
「
わ
か

り
合
え
た
人
に
ま
さ

る
宝
物
は
は
い
」（
一

月
号
参
照
）
と
言
っ

て
育
て
ら
れ
、
後
々

家
族
・
親
族
・
友
人
・

職
場
・
教
え
子
・
地

域
の
人
々
と
の
人
間

関
係
の
中
で
、
幾
度

と
な
く
こ
の
言
葉
の

意
味
を
実
感
し
、
納

得
を
積
み
重
ね
て
き

た
私
に
と
っ
て
は
、

「
暗
黙
の
信
頼
」
と

は
、
人
間
関
係
の
極

致
で
あ
る
。

　

こ
の
大
切
な
言
葉

が
、
私
の
認
識
の
中

で
薄
れ
か
け
、
こ
の

ガ
ル
ー
ダ
航
空
乗
務

員
の
〝
暗
黙
の
信
頼

の
表
現
〟
で
も
あ

る
〝
こ
の
サ
ー
ビ
ス
〟

が
、
素
直
に
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
現
実
の
私
に
〝
深
い
切
な
さ
〟

を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
私
の
加
齢
の
せ
い
ば
か
り
で

は
な
い
。
す
で
に
前
年
（
91
年
）、イ
ラ
ク
・

ク
ウ
ェ
ー
ト
へ
の
湾
岸
戦
争
が
始
ま
り
、

日
本
政
府
は
そ
の
支
援
に
約
一
兆
二
千
億

円
の
追
加
資
金
協
力
、
自
衛
隊
海
外
派
遣

の
決
定
…
。
戦
争
の
キ
ナ
臭
い
匂
い
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
同
じ
イ
ス
ラ
ム
教
国
イ

ラ
ク
と
米
国
の
間
に
噴
出
し
、
日
本
に
ま

で
漂
い
始
め
て
い
た
。
間
も
な
く
、
名
古

屋
空
港
で
の
出
入
国
検
査
も
厳
重
に
な
り
、

私
も
ラ
イ
タ
ー
を
摘
発
さ
れ
た
経
験
が
あ

る
。
01
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
以
後
は
、
厳

し
さ
は
極
限
に
達
し
、
二
重
三
重
の
身
体

検
査
〝
靴
脱
ぎ
チ
ェ
ッ
ク
〟
と
、
私
に
言

わ
せ
れ
ば
「
人
命
を
守
る
た
め
の
人
権
無

視
」
の
搭
乗
手
続
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
〝
今

時
の
搭
乗
サ
ー
ビ
ス
〟
か
｜
と
気
が
滅

入
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
「
暗
黙
の
信
頼
関

係
」
の
体
験
も
、
金
品
で
は
は
か
れ
な
い

貴
重
な
〝
三
文
の
得
〟
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。

　

不
信
に
満
ち
た
国
際
関
係
の
み
な
ら
ず
、

今
世
紀
に
入
っ
た
わ
が
国
で
の
「
人
間
関

係
の
希
薄
化
・
非
人
間
化
」
も
夫
婦
・
親

子
の
家
族
関
係
に
ま
で
深
化
し
て
き
て
い

る
。
見
知
ら
ぬ
女
性
研
究
者
よ
り
、
そ
の

名
も
ズ
バ
リ
『
人
間
関
係
不
全
症
候
群
』

と
い
う
書
名
の
献
本
を
受
け
た
の
は
、
80

年
に
入
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
に
入
っ
て
急
増
し
た
「
校
内

暴
力
・
家
庭
内
暴
力
・
い
じ
め
＝
仲
間
内

暴
力
」
も
、
こ
の
世
相
の
一
環
で
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

◆

　

ジ
ャ
ワ
と
い
え
ば
、
私
な
ど
す
ぐ
に
思

い
浮
か
ぶ
の
は
「
ジ
ャ
ワ
原
人
」
の
名
で

知
ら
れ
る
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
・
エ
レ
ク

ト
ス
（
直
立
猿
人
）、
ペ
キ
ン
ト
ロ
プ
ス
・

ペ
キ
ネ
ン
シ
ス
（
北
京
原
人
）
の
奇
妙
な

言
葉
で
あ
る
。
共
に
一
八
〇
万
年
前
の
最

古
の
原
始
人
類
の
名
称
で
あ
る
。
そ
の
頭

骨
の
化
石
が
ブ
ン
ガ
ワ
ン
・
ソ
ロ
（
ジ
ャ

ワ
）
や
北
京
近
郊
で
発
掘
さ
れ
た
。
数
千

年
の
歴
史
を
経
て
、
中
国
雲
南
地
方
を
発

源
の
地
と
し
て
、
日
本
や
イ
ン
ド
・
東
南

ア
ジ
ア
へ
と
大
移
動
し
た
ア
ジ
ア
民
族
の

歴
史
を
、
誕
生
間
も
な
い
新
制
高
校
の
授

業
で
聞
い
て
〝
ア
ジ
ア
民
族
一
体
観
〟
を

学
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

政
府
発
行
の
特
別
地
区
州
都
ジ
ョ
グ
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
観
光
パ
ン
フ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
町
は
「
石
器
時
代
か
ら
現
代
の
も
の

に
至
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
揃
っ
て
い
る
」

と
あ
る
。「
王
宮
あ
り
博
物
館
あ
り
、
50

以
上
の
高
等
教
育
機
関
が
あ
る
『
文
化
の

町
』
で
あ
り
、
独
立
戦
争
・
共
和
国
誕
生

（
49
年
）
時
に
は
首
都
で
あ
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
最
も
古
く
、
最
も
大
き
な
大
学

カ
ジ
ャ
・
マ
ダ
大
学
は
『
学
問
の
自
由
』、

『
政
治
へ
の
発
言
』、更
に
は
『
国
民
対
話
』

な
ど
の
面
で
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
国
民

の
信
頼
を
集
め
て
い
る
『
革
命
の
町
』
で

あ
る
。
他
に
、
学
生
が
全
国
か
ら
集
ま
っ

て
く
る
『
学
生
の
町
』
で
も
あ
り
ま
す
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

お
目
当
て
の
火
山
灰
と
密
林
に
埋
も
れ
、

千
年
も
の
眠
り
か
ら
覚
め
た
最
古
最
大

の
佛
教
遺
跡
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
寺
院
の
500
米

四
方
高
さ
42
米
の
壮
大
さ
は
目
を
見
張
る
。

帰
り
道
、
私
た
ち
を
待
ち
受
け
て
い
た

土
産
物
売
り
の
子
ど
も
達
の
〝
ぶ
ら
下
が

り
〟、「
シ
ェ
ン
エ
ン
・
千
円
」
の
声
と
そ

の
真
剣
な
眼
差
し
に
疲
れ
き
っ
た
。
観
光

立
国
の
〝
光
と
影
〟
を
同
時
に
見
た
、
私

に
は
複
雑
な
心
身
共
に
疲
れ
た
旅
で
し
た
。

（３）　平成20年７月１日 第 239 号 
愛
知
県
立
大
学
名
誉
教
授

山
田
正
敏

『
バ
リ
島  
行
っ
た
り
来
た
り
』   

⑺

《「
ガ
ル
ー
ダ
・

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
航
空
」で
行
く

　
バ
リ
・
ジ
ャ
ワ
島〝
観
光
の
旅
〟⑶

　
　
　
　
　
　

｜〝
暗
黙
の
信
頼
〟》



楽しかった田植え遠足楽しかった田植え遠足 常滑幼稚園
4歳児

ももぐみ・ひまわりぐみ

常滑幼稚園
4歳児

ももぐみ・ひまわりぐみ

常滑幼稚園
4歳児

ももぐみ・ひまわりぐみ

～せんせいのことば～～せんせいのことば～
年長さんが田植えをするのを“がんばれっ”て応援したよ。
たんぼのまわりでは、いろんな楽しい発見があったね。
田植え遠足の楽しかった思い出を絵にしました。

平野あゆみ
榊原圭奈子

も も 組 担 任 
ひまわり組担任 

平成20年７月１日　（４）第 239 号

さいとう　ゆき
おねえさんたちがおこめをもってるんだ♡ゆ
きはみてたの！かえるがいたり、べびいちご
みつけたりしたよ！！

さかきばら　なな
じんじゃでいしころのあるみちをあるいた
よ！おいしいおにぎりたべたよ♡…4つね！！

かたやま　ちか
ふじぐみさんのおうえんがんばったよ♡おと
もだちとたくさんおうえんしたの。えんちょ
うせんせいもたうえしてたよね！！

ひさだ　ゆうま
ちゅうりっぷぐみのことてをつないであるいたよ。まだち
いさいからゆうまがひっぱっていってあげたの。そらには
とりがとんでるよ。ゆうまたちのこと、そらからみてるの。

みずの　せいや
たんぼのなかをのぞくとね、おたまじゃくし
がおよいでた。おとうさん、おかあさん…た
くさんたくさんみつけたよ。

わたなべ　ゆうき
へびいちごのきをみつけたよ。そらにとどく
くらいのたけのこもあったよ。かぜがぴゅ〜っ
とふいててきもちよかったよ。

はっとり　かな
さくらぐみのなるくんとてをつないであるいた
よ！！リュックのなかにはおにぎりがはいって
るの♡へびいちごがいっぱいあったよ！！

しげの　きょうか
かえるさんがいたんだよ！！たくさんみつけた
よ♡ようちえんのちょうちょもたんぼまでつい
てきたね♡

つなしま　ともみ
さくらぐみのまきちゃんとあるいたよ。なか
よくてをつないだよ！！おはながさいてたね
♡いっしょにおはなみてるよ♡

まつもと　るり
るり、おはなだいすき。いろんないろのはな、
きれいでしょ。たけのこもみつけたよ。おた
まじゃくしもいっぱいいたよ。

みずかみ　あやね
おたまじゃくしにへびいちご、おっきいたけ
のこにかわいいちょうちょ…いろんなものた
くさんみつけておもしろかった。

つつい　みさき
おかあさんがつくってくれたおにぎりべんと
う。す〜っごくおいしかったよ♡

あかい　みなみ
ふじぐみさんがたうえをしているところだよ。
たんぼのなかはすごくどろんどろんで、みん
などろまるけになってたよ。

はしもと　とうや
たんぼのまわりにかえるがいっぱいいてた
のしかった！かえるのおとうさん、おかあ
さんもいたよ。

さいだ　きょうか
ひまわりぐみはあぜみちでふじぐみさんをお
うえんしたよ！たんぼにかえる、おたまじゃ
くし、ザリガニがいたよ。

あいば　かなこ
みんなでてをつないでいったんだよ！ちょうちょ
もついてきてるよ♡おにぎりたべておいしかった
♡ぼうしとってたべてすずしかったよ！！

いちはら　あかね
おはなもようのシートにすわっておにぎりた
べたよ♡べびいちごもいっぱいみつけたよ。
かえるが「ぴょん」とはねたのもみたよ！！

さとう　しょうま
ぴんくいのはさくらのき。むらさきのはぶど
うのきだよ。ちゅうりっぷのはなもかわいい
でしょ。ちょうちょもとんでるよ。

おかだ　まよ
わたしはももぐみ、きいろのぼうし。いちごまー
くがついてるの。かえるいっぱいみつけたよ。
いっぱいいすぎてちょっとこわかった…

たなか　みう
まんなかにいるのがわたし。せなかにりゅっ
くさっくもってるの。なかにはおにぎりのお
べんとうがはいってるんだよ。

はらだ　まい
たんぼでかえるやおたまじゃくしをみたよ。
くさいっぱいのみちをあるいていったよ！お
べんとうおいしかった♡

さとう　あつひろ
たんぼにいってかえるさんみつけたよ。かえ
るさんがはねるからちょっぴりこわかったな。
きれいなおはなもみつけたんだよ♡

よしはら　ゆうと
べびいちごにたけのこに、かえるやおたまじゃくしをみつけた
よ！！さくらぐみのこと、ながーいたけのこもってかえったよ！！
さくらぐみのこと、ながーいたけのこもってかえったよ！！

はた　かれん
どろどろのたんぼのなかをじーっとのぞいて
みたのがたのしかった。あるくとびっくりし
てかえるがぴょんってとぶんだよ。

かたおか　こうし
あるいてるとちゅうでたけのこみつけたよ。
けんみたいにして、たけのこをてにもってあ
るいて、たのしかったよ。

いけだ　しょう
おにぎりべんとうたべたのがたのしかった。ぼ
くのおにぎり、ぎんぎんのかみのなかにはいっ
てたよ！

おがわ　たつや
さくらぐみのことてをつないだよ。さくらぐ
みのこはピンクのぼうし、ぼくはオレンジい
ろ。おにぎりもたべたよ！ひとつものこさな
いでたべたよ！！

ちば　かんたろう
たんぼにあまがえるがいたよ！！ぼくつか
まえたんだよ！！べびいちごもどくきのこ
もみつけたよ！

しぶき　きみ
ふじぐみのかりんちゃんやしおりちゃんが
いねをうえてるよ。たんぼのなかにかえる
もいたよ！！

とみづか　ひびゆ
おひさまギラギラ　あつい　あつい！かえる
とおたまじゃくしみつけたよ。おこめのいね
にかくれんぼしてるみたいだね。

いえだ　ゆうき
たんぼでかえるとおたまじゃくしみつけたよ。
だんごむしやありもいた。そらがくらくなっ
てきて、よるになってもみてるんだ。

もりした　れいな
れいな、いろんなものいっぱいみつけたよ。へびいちご
でしょ、おはなでしょ、たけのこでしょ…。へびいちご
はたべるとへびになっちゃうからたべたくな〜い！



第 239 号（５）　平成20年７月１日

　

講
師　

後
田
周
克
さ
ん
、岩
田　

隆
さ
ん　

会
場

　

鬼
崎
公
民
館
料
理
室　

対
象　

市
内
在
住
、在
勤

の
親
子　

定
員　

十
六
組（
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
）　

材
料
費　

千
円（
５
０
０
ｇ
、五
人
前
）

　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
、三
角
巾
、く
つ
し

た
、め
ん
棒（
持
っ
て
い
る
方
持
参
）　

申
込
み
期
限

　

二
十
九
日（
火
）　

問
合
せ　

鬼
崎
公
民
館
☎
43
│

０
６
６
０

◎
南
陵
公
民
館

▼
協
賛
事
業　

パ
ソ
コ
ン
入
門
教
室
・
十
二
日
、

二
十
六
日
、八
月
九
日
、二
十
三
日（
土
曜
日
・
全
四

回
）午
後
一
時
〜
同
三
時　

い
ろ
い
ろ
な
方
が
、パ
ソ

コ
ン
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
を
基
本

に
、パ
ソ
コ
ン
機
能
の
使
い
方
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ

チ
の
練
習
を
体
験
し
ま
す
。両
手
を
正
確
に
使
い
こ

な
し
、機
能
の
使
い
方
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
習
し
ま

し
ょ
う　

講
師　

久
田
幸
子
さ
ん　

会
場　

南
陵

公
民
館
二
階
学
習
室　

対
象　

市
内
在
住
、在
勤
の

人　

定
員　

十
名
程（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
）　

受
講
料　

無
料　

教
材
費　

五
百
円

（
初
回
徴
収
）　

持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
対
応（
ロ
ー
マ
字
入
力
の
方
の
み
）　

申
込

み
期
限　

五
日（
土
）公
民
館（
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
）　

問
合
せ　

南
陵
公
民
館
☎

34
│
４
７
４
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ
36
│
０
０
７
４　

初
心
者

Ｐ
Ｃ
会
代
表　

中
野
栄
美
☎
35
│
６
４
４
２

▼
自
主
事
業　

夏
の
こ
ど
も
ま
つ
り
・
六
日（
日
）午

後
二
時
〜　

人
形
劇
、て
あ
そ
び
、マ
ジ
ッ
ク
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
、み
ん
な
で
た
の
し
く
う
た
お
う　

場
所　

南
陵
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◎
知
多
市
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
創
作
ク
ラ
ブ『
ア
ニ
マ
ル
カ
ー
』・
一
日（
火
）〜

三
十
一
日（
木
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ど
う
ぶ
つ
を
の
せ
た
く
る
ま
を
作

り
ま
す　

材
料
費　

一
個
二
百
円

▼
季
節
の
工
作『
ホ
ー
ル
イ
ン
』・
一
日（
火
）〜

三
十
一
日（
木
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

ビ
ー
玉
を
ゴ
ム
で
は
じ
き
、作
っ
た
ホ
ー
ル
へ
こ
ろ

が
し
て
遊
び
ま
す　

材
料
費　

一
個
百
五
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び『
う
ち
わ
づ
く
り
』・
二
十
日（
日
）〜

三
十
一
日（
木
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

マ
ー
ブ
リ
ン
グ
模
様
の
手
づ
く
り
う
ち
わ
を
作
り
ま

す　

材
料
費　

一
枚
百
五
十
円

▼
特
別
工
作『
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
お
弁
当
』・
十
九
日

（
土
）〜
八
月
三
十
一
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　

内
容　

お
花
紙
、折
り
紙
な
ど
で
お
い
し
そ
う
な

お
弁
当
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
五
十
円

※
常
設
工
作
の
お
知
ら
せ
・
一
日（
火
）か
ら
新
し
い

工
作
に
入
れ
替
え
ま
す
。ぜ
ひ
、作
り
に
来
て
く
だ
さ

い
ね　

ふ
ね　

三
百
円　

ち
ょ
き
ん
ば
こ　

二
百
円

　

な
ど

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
参
加
者
募
集『
さ
く
ら
ん
ぼ
』・
八

月
十
九
日（
火
）〜
十
一
月
十
八
日（
火
）ま
で
の
期
間

中
全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

音
楽
を
ベ
ー
ス
に
ふ
れ
あ
い
を
取
り
入
れ
た

親
子
遊
び　

講
師　

青
木
ア
ツ
子
さ
ん（
親
子
ふ
れ

あ
い
体
操
）　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園
前
の

親
子　

定
員　

二
十
八
組（
申
込
み
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
・
託
児
あ
り
）　

参
加
費　

二
人
一
組
二
千
円

（
十
回
分
・
託
児
希
望
の
方
は
別
に
一
人
二
千
五
百

円
）　

申
込
み　

十
三
日（
日
）ま
で

▼『
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
』・
八
月
七
日（
木
）〜
十
月

二
十
三
日（
木
）ま
で
の
期
間
中
全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

新
聞
や
風

呂
敷
な
ど
身
近
な
も
の
を
使
っ
た
親
子
遊
び　

講

師　

井
筒
京
子
さ
ん（
け
ん
こ
う
の
輪
碧
の
木
所
属
）

　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園
前
の
親
子　

定
員

　

二
十
八
組（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ

り
）　

参
加
費　

二
人
一
組
二
千
円（
十
回
分
・
託
児

希
望
の
方
は
別
に
一
人
二
千
五
百
円
）　

申
込
み　

十
三
日（
日
）ま
で

▼『
あ
ひ
る
の
親
子
』・
八
月
八
日（
金
）〜
十
一
月

二
十
八
日（
金
）ま
で
の
期
間
中
全
十
五
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る　

講
師　

サ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ズ
所
属
員　

対

象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園
前
の
親
子　

定
員　

三
十
五
組（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ

り
）　

参
加
費　

二
人
一
組
二
千
円（
十
五
回
分
・
託

児
希
望
の
方
は
別
に
一
人
三
千
八
百
円
）　

申
込
み

　

十
三
日（
日
）ま
で

▼『
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ち
び
っ
こ
広

場
』出
演
者
募
集
・
十
月
二
十
二
日（
水
）午
前
十
一
時

十
五
分
か
ら（
出
演
時
間
二
十
〜
三
十
分
）　

内
容　

地
元
の
音
楽
家
や
楽
器
の
好
き
な
方
に
、就
園
前
の

幼
児
、お
よ
び
親
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
向
け
の
生

の
音
楽
を
演
奏
し
て
も
ら
い
ま
す　

出
演
者
数　

一

組　

申
込
み　

十
三
日（
日
）ま
で

※
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り
の
開
催
の
お
知
ら
せ
・
八
月

二
十
四
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
四
時
ま
で　

内
容

　

第
十
三
回
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
の

で
、多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
・
八
月
二
十
四
日

（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
二
時　

内
容　

不
用
品
を
持

ち
寄
り
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す　

出

店
資
格　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
で
あ
れ
ば
市
内
外
は
問

い
ま
せ
ん（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
主
催
者
で
抽
選
）

　

出
店
数　

十
店　

申
込
み　

十
三
日（
日
）ま
で

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
共
栄
窯

▼
金
子
れ
い
陶
展
ー
抱
擁
色
ー
・
十
九
日（
土
）〜

二
十
九
日（
火
）　

内
容　

優
し
さ
と
強
さ
が
融
合
し

た
色
絵
の
作
品
展

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
光
影
陶
展　

中
野
敦
得
の
世
界
・
四
日（
金
）〜

十
四
日（
月
）

▼
常
石
窯
展（
陶
芸
研
究
所
）・
十
八
日（
金
）〜

二
十
八
日（
月
）

◎
常
滑
屋

▼
第
二
回
ガ
ラ
ス
工
房『
晨
の
仲
間
達
展
』〜
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
ガ
ラ
ス
彫
刻
〜
・
一
日（
火
）〜
六
日（
日
）

◎
陶
芸
サ
ロ
ン
陶
美
園

▼
澵
井
武
仁
陶
展
・
五
日（
土
）〜
十
三
日（
日
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
セ
ピ
カ（
ま
る
ふ
く
内
）

▼
栢
野
紀
文
展
・
〜
六
日（
日
）

▼
平
野
政
志
陶
展
・
十
一
日（
金
）〜
二
十
一
日（
月
・

祝
）

▼
山
本
淳
平
展
・
二
十
五
日（
金
）〜
八
月
三
日（
日
）

◎
方
円
館

▼
竹
内
淑
浩　

文
子
展
・
四
日（
金
）〜
十
六
日（
水
）

▼
田
鶴
濱
守
人
・
十
八
日（
金
）〜
三
十
日（
水
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め（
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
お
し
ゃ
れ
な
ミ
ニ
盆
栽
と
器
展　

柴
田
勝
一（
柴

勝
窯
）・
〜
六
日（
日
）

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
写
真
展（
写
友
会
）・
三
日（
木
）〜
二
十
四
日（
木
）

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
Ｉ
Ｔ
マ
マ
講
習
会　

〜
あ
な
た
も
ブ
ロ
グ
デ

ビ
ュ
ー
〜
・
三
日（
木
）午
前
十
時
〜
正
午　

ブ
ロ
グ

で
簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う　

定
員　

十
六

名　

費
用　

七
百
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

▼
サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル　

フ
ァ
イ
ザ
ー

製
薬
に
て
工
場
見
学
と
実
験
・
五
日（
土
）午
前
九
時

二
十
分
〜
午
後
二
時　

定
員　

百
名（
小
学
五
・
六
年

生
）

▼
福
寿
大
学
③『
痴
呆
症
、介
護
の
話
』・
十
日（
木
）午

前
十
時
〜
正
午　

講
師　

星
城
大
学　

武
田
徳
則
氏

　

定
員　

五
百
名（
六
十
才
以
上
）

▼
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座　

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教

室
・
十
五
日（
火
）午
前
十
時
〜
正
午　

定
員　

二
十

名（
武
豊
町
在
住
の
子
を
持
つ
親
）　

参
加
費　

千
円

◎
武
豊
町
民
会
館

▼
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
教
室（
初
級
）①
五
日（
土
）、

②
六
日（
日
）、③
十
二
日（
土
）、④
十
三
日（
日
）各
午

前
十
時
〜
午
後
四
時
半　

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
作
っ
た

ロ
ボ
ッ
ト
に
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
て
動
か

す　

定
員　

①
〜
④
各
七
名
ず
つ　

計
二
十
八
名

（
小
学
四
年
生
以
上
）　

参
加
費　

無
料

▼
は
じ
め
て
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
室　

十
三
日
か
ら

九
月
二
十
八
日
ま
で
の
各（
日
）午
後
七
時
〜
同
八
時

（
八
月
十
七
日
、九
月
二
十
一
日
は
除
く
）　

定
員　

十
名（
小
学
五
年
生
以
上
で
楽
譜
の
読
め
る
方
）　

費

用　

五
千
円（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
レ
ン
タ
ル
料　

一
万

円
は
別
途
）

▼
東
西
落
語
対
決　
『
笑
福
亭
鶴
光　

Ｖ
Ｓ　

古
今

亭
志
ん
輔
』・
十
九
日（
土
）午
後
二
時
開
演　

東
西
の

噺
家
さ
ん
の
共
演　

西
か
ら
は　

団
魂
の
世
代
に
深

夜
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
馴
染
み
の
深
い

笑
福
亭
鶴
光
師
匠　

東
か
ら
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
お
か
あ
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
」の
古
今
亭
志
ん
輔　

チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り　

一
般
二
千
七
百
円　

学
生（
小
中
高
生
）

千
五
百
円　

当
日　

一
般
三
千
円　

学
生
二
千
円

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
体
力
チ
ェ
ッ
ク
・
十
二
日（
土
）午
前
九
時
半
〜
同

十
一
時
半　

定
員　

二
十
名（
二
十
歳
以
上
）　

参
加

費　

無
料

◎
武
豊
町
歴
史
民
俗
資
料
館

▼
写
真
展『
武
豊
の
自
然
を
す
⑥
』・
二
十
七
日（
日
）

〜
九
月
七
日（
日
）

▼
二
〇
〇
八　

発
見
体
験
学
習
広
場

ⓐ
染
物
体
験
・
三
十
日（
水
）午
前
九
時
半
〜
正
午　

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
藍
染
め　
　

定
員　

二
十
名（
小
学
生

以
下
）　

参
加
費　

五
百
円

ⓑ
貝
で
作
る
古
代
の
飾
り
・
三
十
一
日（
木
）午
前
九

時
半
〜
正
午　

内
容　

貝
を
磨
い
た
り
、穴
を
開

け
て
首
輪
な
ど
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る　

定
員　

十
五
名（
小
学
生
以
下
）　

参
加
費　

五
百
円

ⓒ
原
始
の
織
り
物
体
験　

地
ば
た
織
り
・
八
月
五
日

（
火
）午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時　

定
員　

十
名（
小

学
三
年
生
以
上
）　

参
加
費　

五
百
円　

持
ち
物　

お
弁
当　

水
筒

ⓓ
布
や
竹
を
使
っ
て　

①
布
で
ぞ
う
り
作
り　

定

員　

十
名　

②
竹
で
げ
た
作
り　

定
員　

六
名

①
、②
と
も
八
月
七
日（
木
）午
前
九
時
半
〜　

参

加
費　

三
百
円　

各
体
験
教
室
ⓐ
〜
ⓓ　

十
五

日（
火
）か
ら
武
豊
町
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
73
│

４
１
０
０
に
て
受
付

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
特
別
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

七
月
の
星
空
と
ア
ニ

メ
映
画
を
見
よ
う
・
五
日（
土
）午
前
十
時
〜
同
十
一

時　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
七
夕
の
星
の
見
つ
け
方

と
映
画「
ム
ー
ミ
ン　

落
ち
て
き
た
星
の
子
」を
見

る　

定
員　

二
百
四
十
名　

参
加
費　

百
円

▼
七
夕
イ
ブ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
・
六
日（
日
）

①
午
後
七
時
〜　

こ
ど
も
、フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け　

②
午
後
八
時
〜　

大
人
向
け　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
美
し
い
星
空
の
元　

素
敵
な
曲
に
乗
せ
て
七

夕
の
星
物
語
り
や
夏
の
星
座
の
紹
介　

定
員　

二
百
四
十
名　

参
加
費　

大
人　

二
百
十
円　

こ

ど
も　

百
円

▼
夏
の
大
観
望
会　

七
夕
イ
ブ
の
星
空
を
見
よ

う
！
・
六
日（
日
）午
後
七
時
半
〜
同
九
時
十
五
分　

時
間
内
自
由
参
加　

無
料　

悪
天
時
は
中
止

▼
自
然
大
好
き
！
自
然
の
記
録
写
真
展
・
十
二
日

（
土
）〜
九
月
十
五
日（
月
・
祝
）

▼
工
作
教
室　

星
座
早
見
盤
を
作
ろ
う
！
・
二
十
六

日（
土
）午
前
十
時
〜
正
午　

内
容　

星
座
早
見
盤

の
製
作
、早
見
盤
の
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
を
学
ぶ　

定
員　

三
十
名（
小
学
四
年
生
以
上
）　

参
加
費　

三
百
円

◎
東
大
高
児
童
館

▼
七
夕
ま
つ
り　

五
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
三

時▼
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
・
二
十
日（
日
）午
後
三
時
〜
同

九
時

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
七
夕
ま
つ
り
・
五
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
三
時

半▼
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
・
二
十
七
日（
日
）午
後
三
時
〜

同
九
時

▼
体
操
ク
ラ
ブ
・
十
二
日
、二
十
六
日
各（
土
）午
前

十
時
半
〜
同
十
一
時
半

▼
手
話
ク
ラ
ブ
・
十
二
日
、十
九
日
各（
土
）午
後
一

時
〜
同
二
時

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
た
な
ば
た
会
・
五
日（
土
）午
前
十
一
時
〜
午
後
三

時▼
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
・
二
十
日（
日
）午
後
三
時
〜
同

九
時

◎
長
尾
児
童
館

▼
七
夕
ま
つ
り
・
五
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
同
三
時

半▼
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
・
二
十
六
日（
土
）午
後
三
時
〜

同
九
時

▼
体
操
教
室
・
十
九
日（
土
）午
前
十
時
半
〜
同
十
一

時
半

◎
半
田
市
青
山
記
念
武
道
館

▼
子
育
て
支
援
事
業「
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ

１
・
２
・
３
」・
一
日（
火
）

▼
第
四
十
五
回
知
多
地
方
中
学
校
体
育
大
会　

柔

道
・
十
九
日（
土
）、二
十
日（
日
）

▼
半
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
大
会
・
二
十
六
日（
土
）

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　
　

陶
芸
家

　
　
　
　

栢
野
紀
文 

さ
ん

　

ひ
ょ
ん
な
こ
と
で
栢
野
さ
ん
に
連
絡
を
し
た
。

携
帯
電
話
に
出
た
彼
の
声
は
、な
に
や
ら
と
っ
て

も
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
岡
山
か
ら
常
滑
に
来
て

10
年
。
彼
の
10
年
間
の
集
大
成
と
な
る
個
展
が
、

現
在
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
セ
ピ
カ
で
開
か
れ
て
い
る
。

　

携
帯
電
話
で
話
し
て
数
日
後
、共
通
の
知
人

を
交
え
、知
人
が
年
内
に
は
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
サ
ロ
ン
で
待
ち
合
わ
せ

を
し
た
。そ
の
サ
ロ
ン
は
や
き
も
の
散
歩
道
内

に
あ
り
、常
滑
の
町
並
み
が
一
望
で
き
る
高
台

に
あ
る
。そ
こ
は
、昭
和
の
面
影
と
懐
か
し
さ
が

共
存
す
る
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
栢
野
さ
ん
の
、そ
の
人

気
の
高
さ
も
人
柄
も
さ
わ
や
か
さ
も
、マ
イ

ペ
ー
ス
ぶ
り
も
相
変
わ
ら
ず
健
在
で
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、仲
間
や
後
輩
向
け
に
手
書

き
の
新
聞
を
発
行
す
る
面
倒
見
の
良
さ
に
も
定

評
が
あ
る
。
栢
野
さ
ん
に
は
、仕
事
を
離
れ
て

も
豊
か
に
語
り
合
え
る
同
士
の
よ
う
な
人
が
た

く
さ
ん
い
る
。

　

栢
野
さ
ん
の
作
品
は
磁
器
に
鮮
や
か
な
色
が

使
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
色
使
い
も
見
逃

せ
な
い
。カ
ラ
フ
ル

な
色
が
、
甘
〜
い

お
菓
子
の
よ
う
に

も
見
え
る
。
突
然
、

ど
う
し
よ
う
も
な

く
、フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー

ズ
・
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
・
キ
ャ
ラ
メ
ル
…
の
マ
カ
ロ
ン
が
恋
し
く
な
っ

た
と
き
、栢
野
さ
ん
の
作
品
を
眺
め
て
、私
は
味

わ
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
作
品
展
の
テ
ー
マ
は「
お
い
し
い
水
」。

初
夏
の
ギ
ラ
ギ
ラ
と
暑
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

清
涼
感
に
浸
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
手
が

け
た
作
品
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
水
差

し
は
、色
彩
の
美
し
さ
と
遊
び
心
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
り
印
象
的
だ
。

　

栢
野
さ
ん
は
今
年
の
４
月
に『
や
き
も
の
新

感
覚
』と
題
し
、Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
タ
イ
ル
博
物
館
で

作
品
展
を
開
い
た
。こ
の
作
品
展
に
選
ば
れ
る

作
家
は
、い
ず
れ
も
孤
高
な
挑
戦
者
ば
か
り
と

い
う
。
常
滑
か
ら
は
４
人
目
と
い
う
快
挙
だ
。

責
任
の
重
圧
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り

な
が
ら
も
成
し
遂
げ
た
達
成
感
は
、温
か
い
思

い
出
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
嬉
し
い
収
穫
は
、き
っ

と
栢
野
さ
ん
の
今
後
に
大
き
な
糧
と
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

作
品
の
全
て
に
作
家
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る

『
栢
野
紀
文
展
』は
６
日（
日
）ま
で
、ギ
ャ
ラ

リ
ー
セ
ピ
カ
で
開
か
れ
て
い
る
。
是
非
、足
を
運

ん
で
ほ
し
い
作
品
展
だ
。

                                （
赤
井　

伸
衣
）

町の考古学
たけとよ（百七）

奥 川 弘 成

　

縄
文
時
代
晩
期
の
集
落
は

ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。海
を
間
近
に
生
活
を
す

る
知
多
半
島
の
縄
文
人
は
、

当
然
に
居
住
地
は
海
辺
の
近

く
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

知
多
半
島
の
海
岸
部
で
こ

れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
主
な

遺
跡
は
、南
知
多
町
田
中
島

遺
跡
、半
田
市
西
の
宮
貝
塚
、

知
多
市
大
草
南
貝
塚
、西
屋

敷
貝
塚
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

少
し
範
囲
を
広
め
て
み
る

と
鳴
海
丘
陵
の
縁
に
は
雷
貝

塚
。衣
浦
湾
東
岸
の
碧
海
台

地
に
本
刈
谷
貝
塚
、寺
津
貝

塚
。豊
川
河
口
部
に
大
西
貝

塚
、水
神
海
貝
塚
、稲
荷
山
貝

塚
。渥
美
半
島
の
三
河
湾
側

に
吉
胡
貝
塚
、伊
川
津
貝
塚
、

保
美
貝
塚
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
主
要
遺
跡
か

ら
ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
が
貝
塚

で
あ
る
こ
と
に
注
目
で
き
ま

す
。そ
れ
は
、縄
文
時
代
晩

期
の
こ
ろ
、沿
岸
部
に
住
む

人
々
に
と
っ
て
貝
の
採
取
が

生
活
を
支
え
る
重
要
な
食
料

で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、豊
川
河
口
か
ら

渥
美
半
島
の
貝
塚
の
規
模
が

ほ
か
と
比
べ
大
き
か
っ
た
こ

と
が
発
掘
調
査
で
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　

豊
川
河
口
の
大
西
貝
塚
は
、

長
さ
一
八
〇
㍍
、高
さ
が
最

大
二
㍍
五
〇
㌢
の
巨
大
貝
塚

で
東
海
地
方
最
大
の
貝
塚
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。貝
の
ほ

と
ん
ど
が
ハ
マ
グ
リ
で
、三

月
中
旬
を
中
心
に
一
年
中
に

わ
た
っ
て
潮
干
狩
り
を
し
て

い
ま
し
た
。し
か
も
、海
辺
で

ハ
マ
グ
リ
を
煮
て
、む
き
身

し
た
も
の
を
乾
燥
さ
せ
、干

し
貝
で
保
存
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ

は
、山
間
地
と
の
交
易
品
と

し
て
重
要
な
産
物
で
し
た
。

こ
の
大
西
貝
塚
は
、人
の
居

住
し
た
形
跡
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、貝
の
加
工
場
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
貝
塚
を
特
に

「
ハ
マ
貝
塚
」と
呼
び
、集
落

に
あ
っ
て
生
活
用
品
や
獣

の
骨
な
ど
の
食
べ
カ
ス
が

出
土
す
る
貝
塚
を「
ム
ラ
貝

塚
」と
名
づ
け
区
別
し
て
い

ま
す
。

　
「
ム
ラ
貝
塚
」の
代
表
的

な
遺
跡
に
渥
美
半
島
の
吉
胡

貝
塚
が
あ
り
ま
す
。面
積
が

四
〇
〇
〇
平
方
㍍
あ
っ
て

三
百
体
以
上
も
の
人
骨
が
出

土
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。ち
な
み
に
遺
体
は
頭

を
東
か
南
に
向
け
て
寝
か
さ

れ
て
い
ま
し
た
。日
が
出
る

向
き
を
意
識
し
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。捨
て
ら
れ

て
い
た
貝
は
、現
在
も
三
河

湾
で
採
れ
る
ア
サ
リ
が
最
も

多
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
西
貝
塚
や
吉
胡
貝

塚
が
あ
る
場
所
は
、大
潮
と

な
れ
ば
目
前
に
遠
浅
の
海
岸

が
干
潟
と
な
っ
て
現
わ
れ
、

無
数
の
貝
が
生
息
し
て
い
ま

し
た
。集
落
に
住
む
人
々
は

こ
ぞ
っ
て
貝
の
採
集
に
あ
け

く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。ま

た
、そ
の
重
要
な
資
源
を
め

ぐ
っ
て
、縄
張
り
争
い
も
生

じ
た
は
ず
で
す
。吉
胡
貝
塚

か
ら
は
頭
に
穴
の
開
い
た
人

骨
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
晩
期
、貝
や
魚

な
ど
海
の
恩
恵
で
発
展
し

た
三
河
湾
沿
岸
の
貝
塚
遺

跡
は
弥
生
時
代
初
め
ま
で

引
き
続
く
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
は
、農
耕
民
で
あ
る

弥
生
文
化
を
持
っ
た
人
々
の

進
出
に
よ
っ
て
、米
つ
く
り

を
基
本
と
し
た
生
業
、生
活

習
慣
に
急
速
に
変
化
し
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、米
だ
け

で
満
足
な
食
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く

麦
の
秋
パ
ン
の
値
上
が
り
報
じ
お
り　

 

吉
田
ひ
ろ
し

果
さ
れ
し
ホ
句
の
生
涯
夏
爐
置
く　

 

片
岡　

光
子

五
月
雨
や
形
見
と
な
り
し
墨
の
香
よ　

 

青
山　

文
代

庭
仕
事
茂
る
速
さ
に
追
い
つ
か
ず　

 

谷
川
と
志
江

紫
陽
花
に
す
み
だ
の
花
火
と
は
粋
な　

 

平
賀
た
ず
子

五
月
光
陶
の
兎
と
目
が
合
ひ
ぬ　

 

竹
内
す
ゞ
代

明
易
し
コ
ン
ビ
ニ
に
人
寄
り
来
る　

 

中
村　

克
己

何
も
か
も
忘
れ
て
み
よ
う
衣
更　

 

桑
山　

撫
子

緑
陰
の
足
湯
に
暫
し
旅
半
ば　

 

林　
　

京
子

若
葉
風
抜
け
る
姫
路
の
天
守
閣　

 

冨
田　

悦
子

五
月
尽
む
つ
き
残
し
て
孫
帰
る　

 

浦
崎
ひ
と
み

老
鴬
や
長
き
廊
下
を
膳
の
間
に　

 

河
瀬
四
四
子

青
芝
を
蹴
っ
て
球
児
の
励
む
声　

 

馬
場　

利
明

水
を
分
け
岩
に
寄
り
添
ふ
花
菖
蒲　

 

竹
内
三
千
彦

朝
市
の
ト
マ
ト
売
る
娘
の
え
く
ぼ
か
な　

 

中
野
ま
ち
子

マ
ン
シ
ョ
ン
を
わ
が
宿
と
し
て
燕
の
子　

 

や
ま
し
た
悠

梅
雨
寒
や
軒
に
く
ぐ
も
る
鳩
の
こ
ゑ　

 

久
田　
　

篤

一
人
膳
五
月
は
楽
し
夕
日
入
れ　

 

谷
川　

利
子

新
緑
に
佇
ち
て
生
き
ゆ
く
力
湧
く　

 

幾
世
八
千
代

数
日
の
賑
わ
い
消
え
て
植
田
成
る　

 

村
井
み
さ
を

茅
花
野
に
風
の
遊
び
て
波
立
ち
ぬ　

 

磯
村
美
耶
子

初
夏
や
網
目
模
様
の
波
の
影　

 

曽
我
部
和
美

鰺あ
じ

干
せ
る
坂
の
急
な
る
漁
師
町　

 

岩
田
つ
ま
子

風
化
し
た
地
蔵
の
足
も
と
苔
の
花　

 

澤
田　

藤
子

雨
降
っ
て
大
合
掌
の
蛙
群　

 

竹
内
ユ
ミ
子

支
柱
紐
結ゆ

わ

え
直
す
や
茄
子
の
花　

 

荒
川　

達
雄

大
草
原
子
馬
駆
け
あ
い
夏
に
入
る　

 

渡
辺　

民
子

五
百
羅
漢
顔
そ
れ
ぞ
れ
に
初
夏
の
風　

 

村
井　

範
子

母
の
日
や
姪
か
ら
貰
ら
ふ
花
と
菓
子　

 

杉
江　

ち
ゑ

ア
イ
リ
ス
は
茎
立
ち
上
が
り
孤
独
な
る　

 

佐
藤　

き
ぬ

肩
に
掛
け
投
網
広
げ
て
鰺
ひ
ろ
う　

 

中
村　
　

勝

凛
と
し
て
そ
び
え
る
天
守
に
山
笑
う　

 

竹
内
百
合
子

春
雷
に
お
び
え
る
我
れ
を
睡
魔
消
す　

 

井
野　

洋
子

裏
の
田
や
雨
前
だ
ろ
か
蛙
鳴
く　

 

岩
橋　

美
幸

自
作
盃
酌
み
て
味
わ
ふ
初
鰹　

 

柴
山　

庄
山

絶た
え

間ま

な
く
風か

ぜ

生な
ま

あ
た
か
き
梅つ

雨ゆ

間ま

近ぢ
か　

 

大
島　

竜
三

つ
ゆ
半な

か

ば
緑
濃
き
中
つ
ば
め
立
つ　

 

中
村　

洋
子

吉 胡 貝 塚 の 貝 塚
（吉胡貝塚史跡公園パンフレットより）

知
多
の
動
植
物
雑
記（
二
三
八
）

原　
　
　
　

穣

　

冬
ご
も
り
の
虫
が
は
い
出
る

と
い
う
啓
蟄
か
ら
既
に
四
か
月
。

か
つ
て
昆
虫
少
年
で
あ
っ
た
我

が
身
の
回
り
は
、何
故
か
虫
さ

ん
一
杯
で
、正
に
幸
せ
一
杯
。

　

写
真
⑴
は
ベ
ニ
カ
ミ
キ
リ
。

今
年
の
四
月
二
十
七
日
。
通
り

か
か
っ
た
竹
や
ぶ
で
、切
り
倒

さ
れ
た
竹
の
上
を
は
っ
て
い
た
。

　

紅
色
で
可
愛
い
カ
ミ
キ
リ
虫

な
の
に
、枯
れ
た
竹
の
割
れ
目

に
卵
を
産
み
、生
ま
れ
た
幼
虫

は
竹
の
内
部
を
食
べ
て
育
つ
と

い
う
事
で
、枯
れ
竹
の
害
虫
と

し
て
有
名
と
は
、か
わ
い
そ
う
。

　

⑵
は
私
と
し
て
は
初
見
の
虫
。

今
年
の
五
月
十
七
日
、東
浦
町

で
自
然
関
係
の
会
議
に
参
加
。

役
場
の
車
の
中
で

窓
を
は
っ
て
い
た

も
の
で
、大
き
さ

は
僅
か
六
ミ
リ
。

早
速
フ
ィ
ル
ム

ケ
ー
ス
に
収
め
て

持
ち
帰
り
、じ
っ

く
り
調
べ
た
が
私

の
図
鑑
に
は
、ら

し
き
も
の
は
な
い
。

　

同
好
の
士
、平

松
俊
彦
氏
に
尋
ね

れ
ば
、ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
タ
コ
ゾ
ウ

ム
シ
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
で
、豊

橋
の
自
然
史
博
物

館
で
確
認
を
頂
く
。ア
ル
フ
ァ

ル
フ
ァ
タ
コ
ゾ
ウ
ム
シ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
原
産
の
侵
入
害
虫
で
、

昭
和
五
十
七
年
、福
岡
県
と
沖

縄
本
島
で
初
め
て
発
見
。
愛
知

県
で
は
平
成
十
年
に
知
多
市
で

発
見
さ
れ
て
以
来
、平
野
部
を

中
心
に
分
布
を
広
げ
、都
市
近

郊
で
は
、か
な
り
普
通
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

⑶
は
ヒ
ゲ
コ
メ
ツ
キ
。
五
月

十
五
日
、わ
が
家
の
居
間
の
床

を
は
っ
て
い
た
。
櫛
状
の
長
い

ひ
げ
を
持
っ
て
い
る
の
で
雄
。

美
事
な
姿
に
思
わ
ず
Oh
！

　

⑷
は
ヒ
メ
マ
ル
カ
ツ
オ
ブ
シ

ム
シ
。
五
月
二
十
七
日
、わ
が

家
の
花
壇
の
花
の
上
で
発
見
。

大
き
さ
は
僅
か
四
ミ
リ
。
幼
虫

は
乾
燥
動
物
質
を
食
べ
、標
本

や
毛
織
物
の
大
害
虫
と
か
。

　

ま
さ
か
私
の
標
本
を
ね
ら
い

に
？
と
思
う
こ
と
し
き
り
。

　

⑸
は
コ
フ
キ
ゾ
ウ
ム
シ
。
五

月
二
十
六
日
、
愛
車
の
ダ
ッ
シ

ュ
ボ
ー
ド
の
上
を
は
っ
て
い
た
。

薄
緑
色
で
大
き
さ
は
六
㍉
ほ
ど
。

野
原
で
は
ク
ズ
の
葉
の
上
な
ど

で
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

幸
せ
一
杯
、
虫
一
杯

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

と　き　７月６日（日）  9:30〜12:00
集合場所　福寿園から西へ200m行き下
　　　　がったところ。新川沿い。
参加費　50円（保険料）　
持ち物　サンダル禁止。川に入れる服
　　　　装で。お持ちであればタモ、バ 
　　　　ケツ。
※申込み不要。小雨決行。小学生以下
　は保護者同伴のこと　
問合せ　知多地方自然観察会　
　　　　原  ☎72−2377

武豊自然観察会
新川の生きものを見よう



藤森　正
まさあき

晃（7才）　未
み ゆ

祐（２才）　武豊町 磯部　航
こうや

矢（2才4ヶ月）　常滑市阿野町

平成20年７月１日　（６）第 239 号

〒479-0828  常滑市市場町 2-62


